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市
で
は
、
青
垣
町
中
佐
治
で
宅
地
分
譲
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
市
内
で
宅
地
購
入
を
希
望
さ
れ
て
い
る
方
、
あ
る
い

は
都
市
部
に
お
住
ま
い
で
田
舎
暮
ら
し
を
希
望
さ
れ
て
い
る

方
は
、
次
の
条
件
を
ご
覧
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
申
込
書
や
詳
し
い
資
料
に
つ
い
て
は
、
春
日
庁
舎
住
宅
課

ま
た
は
市
役
所
及
び
各
支
所
の
地
域
振
興
課
に
備
え
付
け
て

い
ま
す
。

▼
場
所
＝
青
垣
町
中
佐
治
字
応
相
寺

　
地
内

▼
販
売
区
画
＝
15
区
画
（
モ
デ
ル
住

　
宅
１
区
画
含
む
）

▼
区
画
面
積
＝
区
画
図
の
と
お
り

▼
販
売
価
格
＝
区
画
図
の
と
お
り

▼
用
途
地
域
＝
無
指
定
地
域

▼
設
備

　
①
上
水
道
　
市
水
道
（
別
途
加
入

　
　
金
が
必
要
で
す
）

　
②
下
　
水
　
小
型
合
併
処
理
浄
化

　
　
槽
（
個
別
処
理
）

　
　
※
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
③
電
　
気
　
関
西
電
力
㈱
三
田
営

　
　
業
所

　
④
ガ
　
ス
　
プ
ロ
パ
ン
（
個
別
方

　
　
式
）

　
⑤
電
　
話
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
他

　
⑥
テ
レ
ビ
　
共
同
受
信
ケ
ー
ブ
ル
方

　
　
式(

屋
外
分
配
器
ま
で
）

　
⑦
道
　
路
　
幅
員
５
メ
ー
ト
ル

　
⑧
集
会
所
　
交
流
施
設
１
棟
（
応

　
　
相
寺
自
治
会
管
理
）

▼
条
件

　
①
契
約
時
ま
で
に
販
売
価
格
の
10

　
　
％
相
当
額
を
契
約
保
証
金
と
し

　
　
て
納
入
い
た
だ
き
ま
す
。

　
②
契
約
後
２
ヶ
月
以
内
に
販
売
価

　
　
格
か
ら
契
約
保
証
金
を
差
し
引

　
　
い
た
残
額
（
90
％
相
当
額
）
を

　
　
納
入
い
た
だ
き
ま
す
。

　
③
宅
地
に
つ
い
て
は
、
５
年
間
、
転

　
　
売
や
譲
渡
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
④
建
築
に
際
し
て
は
、
ま
ち
づ
く

　
　
り
協
定
に
よ
る
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　
⑤
入
居
時
に
は
、
応
相
寺
自
治
会

　
　
に
必
ず
加
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
⑥
団
地
内
の
共
同
施
設
に
つ
い
て

　
　
は
、
入
居
者
で
維
持
管
理
を

　
　
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
別
途
、
共
益
費
負
担
や
自
治
会

（
香
良
区
）
へ
の
加
入
等
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

　
旧
町
で
受
け
付
け
て
い
ま
し
た

各
団
地
の
入
居
希
望
者
に
よ
る
待

機
者
台
帳
（
現
在
は
受
け
付
け
て

い
ま
せ
ん
）
は
、
10
月
31
日
を
も
っ

て
廃
止
し
ま
す
。

　
市
営
住
宅
香
良
団
地
が
ま
も
な

く
完
成
し
ま
す
。入
居
を
ご
希
望
の

方
は
、申
込
書
に
必
要
書
類
を
添
え

て
、
春
日
庁
舎
住
宅
課
（
市
役
所
及

び
各
支
所
の
地
域
振
興
課
経
由
可
）

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
場
所
＝
氷
上
町
香
良
字
松
ハ
シ

　
42

▼
構
造
＝
木
造
２
階
建
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
・

　
一
戸
建
住
宅（
オ
ー
ル
電
化
）、駐

　
車
ス
ペ
ー
ス
２
台
有

▼
所
得
月
額
＝
政
令
月
額
20
万
円

　
以
内

▼
家
賃
＝
所
得
に
よ
り
決
定(

毎
年
の

　
申
告
が
必
要
で
所
得
区
分
に
応

　
じ
て
変
動
し
ま
す)

▼
敷
金
＝
家
賃
の
３
ケ
月
分

▼
募
集
戸
数
＝
11
戸
（
予
定
）

▼
入
居
資
格

　
①
現
に
同
居
し
、ま
た
は
同
居
し

　
　
よ
う
と
す
る
親
族
の
あ
る
方

　
②
連
帯
保
証
人（
２
人
）の
あ
る
方

　
③
市
税
の
滞
納
が
な
い
方

　
④
団
地
及
び
周
辺
地
域
で
円
滑

　
　
な
共
同
生
活
を
営
む
こ
と
の

　
　
で
き
る
方

▼
受
付
期
間
＝
３
月
１
日(

火)

〜

　
18
日(

金)

▼
入
居
者
の
決
定
＝
資
格
審
査
後
、

　
抽
選
、
そ
の
他
公
正
な
方
法
に

　
よ
り
決
定
し
ま
す
。

▼
入
居
予
定
時
期
＝
４
月
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【月額家賃予定額】 ◎
間
取
り（
例
）
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　市建物農機具共済推進協議会では、建物共済に加入いただいている住宅等が自然災害
により被害を受けた場合に、見舞金を交付しています。
交付対象／自然災害見舞金　
　建物火災共済の加入住宅（寺院・公民館等の集落の共有財産を含む）が、自然災害に
より被害を受けたとき。（ただし、一部損壊の場合は、損害額が20万円以上の場合に限る）
交付基準
　①床上浸水の場合　一戸につき３万円以内　 ②一部損壊の場合　一戸につき３万円以内
　③半壊の場合　一戸につき５万円以内　④全壊の場合　一戸につき10万円以内
　支給額は予算の範囲内です。
交付申請／見舞金の交付申請をされる方は、市建物共済見舞金交付申請書を提出して
　ください。（一部損壊の場合は、見積書・請求書・領収書等の修理明細のわかる書類
　の写しを添付してください。）
問合先／春日庁舎農業共済課・市建物農機具共済推進協議会（電話７４―１４７４）

☆プラスチック系のごみ　専用ごみ袋に、次
のＡＡＡＡＡとととととＢＢＢＢＢををををを一緒に入れて一緒に入れて一緒に入れて一緒に入れて一緒に入れて出してください。
ただし、春日地域はＡ・Ｂを分別します。
ＡＡＡＡＡ　プラスチックマークがついているもの
　容器、食品・お菓子の袋（内側が銀色のも
　のを含む）、食品トレイ、包装材など
ＢＢＢＢＢ　材質がプラスチックでできているもの
　カセットテープ、ＣＤ、プラスチック系の
　おもちゃ、洗面器、バケツなど
　

①不良品の交換
　昨年から、市指定ごみ袋の一部に不良品
が出ています。ご迷惑をお掛けし、お詫び
申し上げます。不良品は、市役所、春日庁
舎、各支所で交換させていただきます。

容器の中はよく洗ってから出してください
と呼びかけていますが、なぜでしょうか？

　ＡＡＡＡＡの容器プラスチックは、収集後一定の
大きさに圧縮梱包し、（財）日本容器リサイ
クル協会が指定する再生利用業者（神戸製
鋼、ＪＦＥなど製鉄会社）でマテリアルリサ
イクル（高炉でコークス・石炭の代替原料
（還元剤）として利用）されます。

☆ペットボトル　中を洗って収集場所にある
エコバッグに入れてください。ラベルと
キャップはプラスチックに分別してください。

☆びん／金属類／ガラス・陶器類　汚れ
を除き、専用コンテナに入れてください。

☆缶　中を洗い、収集日に専用のコンテ
ナもしくはエコバッグに入れてください。
スプレー缶はガスを抜いてください。

②ごみの出し方
　箱の角など突起物が袋に当たると破れる
ことがあります。ごみが一杯の状態で無理
にくくると結び部が切れる場合があります。
　市指定ごみ袋は、燃えるごみ用の大で約
７㎏、中で約５㎏、小で約３㎏。プラスチッ
ク系のごみ用の大で約４㎏、中で約２㎏の
重量を想定しています。ごみを入れる際に
はご注意ください。



5

■
水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
の

　
お
支
払
い

　
市
で
は
、
水
道
料
金
と
併
せ
て
下

水
道
使
用
料
も
水
道
使
用
水
量
を
基

に
料
金
計
算
し
納
め
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。（
合
併
浄
化
槽
の
地
域
や
、

水
道
と
井
戸
水
等
併
用
の
方
は
計
算

方
法
が
異
な
り
ま
す
。）
納
付
期
限

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

・
自
主
納
付(

組
集
金
を
含
む)

の
場

　
合
は
納
入
通
知
書
を
発
送
し
た
月

　
の
末
日

・
口
座
振
替
に
よ
る
振
替
日
は
毎
月

　
25
日

　
納
め
忘
れ
が
な
い
よ
う
、
ま
た
預

貯
金
口
座
の
残
額
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
料
金
の
納
付
が
遅
れ
た
と
き
は

　
納
め
忘
れ
等
で
、
期
限
ま
で
に
料

金
を
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
な
い
と

き
は
督
促
状(

口
座
再
振
替
通
知
書)

を
送
付
し
、
１
通
に
つ
き
１
０
０
円

の
督
促
手
数
料
を
料
金
と
あ
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
料
金
の
未
納
が
続
き
ま
す
と
、
水

道
法
、
市
水
道
事
業
給
水
条
例
等
に

基
づ
い
て
督
促
状
や
催
告
書
等
を
発

行
し
、
未
納
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る
と

給
水
停
止
の
手
続
き
を
進
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

■
ご
家
庭
で
の
漏
水
早
期
発
見
に

　
ご
協
力
を

　
市
で
は
、
検
針
を
隔
月
と
し
て
い

る
た
め
、
漏
水
に
気
付
く
の
に
時
間

が
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
家

庭
で
定
期
的
に
メ
ー
タ
ー
を
確
認
い

た
だ
き
、
漏
水
の
早
期
発
見
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
漏
水
の
確
認
方
法
は
、
ご
家
庭
の

蛇
口
を
す
べ
て
止
め
て
か
ら
、
メ
ー

タ
ー
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
呼
ば
れ
る
部

分（
写
真
参
照
）を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。
こ
れ
が
回
っ
て
い
れ
ば
漏
水
の

疑
い
が
あ
り
ま
す
。
早
急
に
配
管
さ

れ
た
業
者(

市
指
定
業
者)

に
連
絡
し

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。調
査
・
修
理
の

費
用
は
、
す
べ
て
所
有
者(

使
用
者)

の
負
担
と
な
り
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
水
道
部
業

務
課
（
電
話
77
―
０
４
６
０
）
ま
で
。

　いつも、水道をご利用いただきありがとう
ございます。
　水道事業を経営するための「水道水を蛇口
までお届けする費用」は、皆さんからいただ
く水道料金でまかなっており、水道事業に
とってなくてはならない財源です。
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就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
　
　   

丹
波
市
公
営
企
業
管
理
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

吉
住
　
康
之

　
こ
の
た
び
、
市
長
よ
り
任

命
を
受
け
、
１
月
27
日
付
け

で
公
営
企
業
管
理
者
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
。
新
生
丹
波

市
の
行
政
に
参
画
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
こ
と
大
変
光
栄

に
思
い
ま
す
と
共
に
、改
め
ま
し
て
そ
の
職
責
の
重

大
さ
を
痛
感
し
、身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　
水
道
事
業
は
、住
民
生
活
に
直
結
し
た
事
業
で
あ

り
ま
す
。
市
長
を
補
佐
し
て
、
安
全
な
水
の
供
給
と

合
併
協
定
項
目
に
掲
げ
て
お
り
ま
す「
５
年
以
内
の

料
金
統
一
」
を
目
指
し
、
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、解
決
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　
今
後
と
も
、皆
様
方
の
温
か
い
ご
指
導
と
ご
鞭
撻

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
吉
住
公
営
企
業
管
理
者
の
略
歴

昭
和
43
年
に
旧
氷
上
町
役
場
に
入
庁
し
、
総
務
課
長
な
ど
を
経
て
、

平
成
15
年
１
月
６
日
か
ら
平
成
16
年
10
月
31
日
ま
で
助
役
。

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
　
　 

教
育
長
　
木
村
　
壽
彦

　
私
、
こ
の
た
び
二
月
四
日

付
け
を
も
ち
ま
し
て
、
丹
波

市
教
育
委
員
会
教
育
長
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
。

　
教
育
を
取
り
巻
く
社
会
環

境
は
、少
子
高
齢
化
、高
度
情

報
化
等
急
激
に
変
化
し
て
お

り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
中
、教

育
長
と
し
て
の
重
責
を
担
う
に
は
誠
に
微
力
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、
市
民
の
皆
様
の
叡
智
と
職
員
各
位
の
協
力

を
得
て
、こ
の
荒
海
を
乗
り
切
る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
何
卒
、
前
教
育
長
同
様
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
　
教
育
委
員
長
　
渡
邉
　
秀
樹

　
私
、
こ
の
た
び
二
月
四
日

付
け
を
も
ち
ま
し
て
、
丹
波

市
教
育
委
員
会
教
育
委
員
長

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
も
と
よ
り
微
力
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、
丹
波
市
教
育
の

発
展
の
た
め
、
誠
心
誠
意
努

力
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
教
育
の
現
状
を
見
ま
す
と
、
家
庭
・
地
域
・
学
校
の

三
者
が
一
体
と
な
っ
て
機
能
す
る
必
要
を
痛
感
い
た
し

ま
す
。広
く
ご
意
見
を
お
伺
い
し
な
が
ら
丹
波
市
の
教

育
改
革
を
進
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
の
ご
指
導
、ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

退
任
の
ご
あ
い
さ
つ
　
　
　
前
教
育
長
　
舟
川
　
　
肇

　
春
立
ち
ぬ
と
は
い
え
、
寒
さ

厳
し
い
こ
の
頃
、皆
様
方
に
は
、

ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
、
平
成
十
六
年
十
月
一
日

教
育
長
就
任
以
来
、
皆
様
方
の

格
別
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
、
合
併
と
い
う
難
局
を

無
事
乗
り
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
尚
今
後
も
、合
併
に
よ
る
調
整
、教
育
改
革
の
大
き
な

う
ね
り
の
中
、
教
育
を
と
り
ま
く
厳
し
い
状
況
は
続
く

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
私
に
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
を
後

任
者
に
対
し
ま
し
て
も
賜
り
ま
す
よ
う
併
せ
て
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
二
十
一
世
紀
を
、心
豊
か
に
、た
く
ま
し
く
生
き
抜
く

子
ど
も
た
ち
を
夢
見
て
又
、市
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
、ご

多
幸
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
、
退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

教
育
委
員
長                   

渡
邉
　
秀
樹

教
育
委
員
長
職
務
代
理
者
　
　
　
　
山
本
　
　
苗

教
育
委
員
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
深
田
　
廸
良

教
育
委
員
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
垣
内
　
宏
之

教
育
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

木
村
　
壽
彦
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障
害
児
の
学
齢
期
に
お
け
る
生
活

訓
練
及
び
自
立
支
援
の
た
め
に
新
年

度
か
ら
開
設
す
る
「
障
害
児
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
事
業
」
の
支
援
員
を
募
集

し
ま
す
。

▼
募
集
人
員
＝
２
人

▼
応
募
資
格
＝
満
45
歳
未
満
の
方

　（
４
月
１
日
現
在)

で
、
保
育
士
、
看

　
護
師
、
介
護
福
祉
士
、
社
会
福
祉

　
士
、
教
員
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を

　
有
す
る
方
、
ま
た
は
障
害
者
施
設
、

　
児
童
施
設
等
で
援
助
の
実
務
経
験

　
が
３
年
以
上
あ
る
方
。

▼
雇
用
期
間
＝
４
月
１
日
〜
１
年
間

　（
３
月
下
旬
に
研
修
期
間
あ
り
）

▼
勤
務
条
件
＝
市
条
例
に
よ
る
。（
報

　
酬
額
は
月
額
16
万
８
０
０
円
で
、

　
通
勤
手
当
は
別
途
支
給
）

▼
勤
務
地
＝
ひ
か
み
障
害
者
・
児
生

　
活
支
援
セ
ン
タ
ー
（
氷
上
町
香
良
）

▼
担
当
課
＝
春
日
庁
舎
障
害
福
祉
課

　（
電
話
74
―
０
２
２
２
）

　
市
立
保
育
所(

園)

の
保
育
士
を
募

集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員
＝
７
人

▼
応
募
資
格
＝
満
45
歳
未
満
の
方

　（
４
月
１
日
現
在)

で
、
保
育
士
の

　
資
格
を
有
す
る
方
（
３
月
取
得
見

　
込
み
の
方
も
可
）

▼
雇
用
期
間
＝
４
月
１
日
〜
１
年
間

▼
勤
務
条
件
＝
市
条
例
に
よ
る
。（
報

　
酬
額
は
月
額
15
万
１
９
０
０
円
で
、

　
通
勤
手
当
は
別
途
支
給
）

▼
勤
務
地
＝
柏
原
・
柏
原
西
保
育
所
、

　
こ
ば
と
・
な
が
の
・
わ
か
く
さ
保
育

　
園
の
い
ず
れ
か
の
保
育
所(
園)

▼
担
当
課
＝
春
日
庁
舎
児
童
福
祉
課

　（
電
話
74
―
１
６
０
１
）

農
産
物
処
理
加
工
施
設
の
指
導
員

を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員
＝
１
人

▼
応
募
資
格
＝
満
35
歳
未
満
の
方

　（
４
月
１
日
現
在
）

▼
雇
用
期
間
＝
４
月
１
日
〜
１
年
間

▼
勤
務
条
件
＝
市
条
例
に
よ
る
。（
報

　
酬
額
は
月
額
14
万
７
４
０
０
円
で
、

　
通
勤
手
当
は
別
途
支
給
）

▼
勤
務
地
＝
農
産
物
処
理
加
工
施
設

　（
山
南
町
和
田
）

▼
担
当
課
＝
春
日
庁
舎
農
林
振
興
課

　（
電
話
74
―
１
４
６
５
）

 

申
込
方
法
・
問
合
先
等

▼
募
集
期
間
＝
２
月
28
日(

月)

〜
３

　
月
７
日(

月)

▼
申
込
書
類
＝
備
え
付
け
の
履
歴
書
、

　
受
験
票
な
ど
必
要
書
類

▼
選
考
試
験
＝
３
月
12
日(

土)

午
前

　
９
時
30
分
か
ら
市
氷
上
公
民
館
会

　
議
室
で
。
内
容
は
、
作
文
と
面
接
に

　
よ
る
試
験
。

▼
問
合
先
＝
選
考
試
験
に
関
す
る
詳

　
し
い
こ
と
は
、市
役
所
職
員
課
（
電

　
話
82
―
１
０
０
１
）
ま
で
。
採
用

　
後
の
職
務
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　
は
、
各
担
当
課
へ
お
願
い
し
ま
す
。

　
３
月
初
旬
に
、
20
歳
以
上
の
方

へ
町
ぐ
る
み
健
診
受
診
申
込
書
と

意
向
調
査
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
に
よ
り
、
受
診
し
た

い
日
時
と
検
診
項
目
を
選
択
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
健
診
期
間
は
、
５
月
〜
10
月

（
午
前
・
午
後
と
も
実
施
の
予
定
）

で
完
全
時
間
予
約
制
と
し
ま
す
。

健
診
は
、
各
小
学
校
区
で
行
い
ま

す
。

　
３
月
18
日
（
金
）
ま
で
に
、
従

来
ど
お
り
地
区
役
員
さ
ん
に
お
渡

し
い
た
だ
く
か
、
春
日
庁
舎
健
康

課
・
市
役
所
地
域
振
興
課
・
各
支

所
地
域
振
興
課
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
春
日
庁
舎

健
康
課
（
電
話
74
―
１
０
９
０
）

ま
で
。
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　花粉が原因で起こるアレルギー症状を花粉症といいます。花粉症患者の数は年々増加し
ており、大人のアレルギー性鼻炎の60～70％、全国民の約17％を占めているといわれて
います。
花粉症はなぜ起きるのでしょう？
　人の体は、花粉のような異物（抗原）が体内に侵入してくると、抗体という抵抗力をつ
くって体を異物から守ろうと働きます。花粉の場合、人によっては抗体と花粉が過敏に反
応し合い、ヒスタミンやロイコトリエンと呼ばれる化学伝達物質が体内へ過剰に放出され
ます。これが鼻粘膜や目を刺激してアレルギー症状を起こすのです。

　かぜは通常、１週間程度で治ります
が、花粉症は原因となる花粉が飛んで
いる間、ずっと続きます。かぜの場合
は、数日でねっとりした鼻汁になりま
すが、花粉症はさらっとした「水っぱ
な」のままです。そのほか、目のかゆみ
があれば花粉症、実際に熱が出ていれ
ばかぜの疑いが強いという見分け方も
できます。花粉症かなと思ったら、専
門医に診断してもらいましょう。

　①メガネ、マスク、帽子を着用する
　　帽子は髪の毛によけいな花粉を付
　　着させないために、メガネは目へ
　　の侵入を軽減させる効果がある。
　②帰宅時は衣類を払ってから入室
　　衣類に付着した花粉を室内に持ち
　　込まない。
　③うがいと手洗いを忘れずに
　　アレルゲンは早めに除去する。
　④花粉予報を確認
　　飛散量の多い日は外出を控える。

　①洗濯物は外に干さない
　　洗濯物は室内干しにするか乾燥機
　　を利用する。
　②布団はたたいて掃除機を
　　布団を干したときはよくたたいて
　　花粉を落とし、掃除機をかける。
　③窓は開けない
　　できるだけ窓は開けず、空気清浄
　　機や加湿器を有効利用する。
　④ぬれぞうきんでふき掃除を
　　掃除機だけでは周囲の花粉が舞い
　　上がります。ぬれぞうきんでのふ
　　き掃除は花粉の除去に効果的。

　一般的な症状としては、くしゃみ、鼻
水、鼻づまり、目のかゆみ、涙が出る、
目の充血、頭が重い、微熱などですが、
症状の程度は人それぞれです。年に
よって症状の重い年や軽い年があり、
また花粉の種類も多種なことから、花
粉の飛散時期によっても症状の起こり
方に違いがみられます。
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県
で
は
、
特
定
不
妊
治
療
に
つ
い
て
の

助
成
制
度
を
創
設
し
て
い
ま
す
。

▼
事
業
内
容

　
治
療
費
の
助
成

　
①
対
象
治
療
法
＝
配
偶
者
間
の
体
外
受

　
　
精
及
び
顕
微
授
精
（
特
定
不
妊
治
療
）

　
②
助
成
の
対
象
者
＝
県
内
（
神
戸
市
及

　
　
び
姫
路
市
を
除
く
）
に
住
所
を
有
す

　
　
る
法
律
上
の
夫
婦

　
③
所
得
制
限
＝
６
５
０
万
円
未
満
（
夫

　
　
婦
合
算
し
た
前
年
の
所
得
額
）

　
④
給
付
の
内
容
＝
１
年
度
あ
た
り
上
限

　
　
額
10
万
円
、
通
算
２
年
支
給

　
⑤
医
療
機
関
＝
指
定
医
療
機
関

▼
申
請
期
限
＝
治
療
終
了
後
３
ヶ
月
以
内

▼
申
請
受
付
＝
健
康
福
祉
事
務
所

▼
問
合
先
＝
県
柏
原
健
康
福
祉
事
務
所
保

　
健
指
導
課
（
電
話
73
―
３
７
６
７
）

　指定の医療機関に予約して受けてください

※上記に該当する人には、３月初めに個別に案内と予診票をお送りしま
す。体調のよいときに早めに受けましょう。

　市内の保健センター等で実施します

※山南地域以外の人で希望される場合は、春日庁舎健康課、市役所及び
各支所の地域振興課までご連絡ください。
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西
宮
社
会
保
険
事
務
所
に
よ
る
年

金
相
談
・
集
合
徴
収
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

▼
年
金
相
談
・
集
合
徴
収
＝
年
金
に

　
関
す
る
相
談
、
年
金
保
険
料
の
納

　
付
を
受
け
付
け
ま
す
。
年
金
手
帳

　
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る

　
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
①
３
月
２
日
（
水
）
市
氷
上
公
民

　
　
館
第
１
小
会
議
室
　
午
後
１
時

　
　
30
分
〜
午
後
４
時

　
②
３
月
３
日
（
木
）
市
春
日
公
民

　
　
館
談
話
室
　
午
前
10
時
〜
午

　
　
後
１
時

▼
問
合
先
＝
春
日
庁
舎
国
保
・
医
療

　
課
（
電
話
74
―
２
０
６
６
）

平成16年度年金制度改正に伴い、年金は次のように変わります。

　就職が困難であったり、失業中である等の理由で所得の低い人が、保険料納付
の免除を受けたくても、収入のある親と同居していると、保険料の納付義務があ
りました。16年度の制度改正では、こうした若年者（30歳未満）が、将来無年
金・低年金にならないよう本人および配偶者の所得要件で、申請すれば保険料納
付を猶予することができるようになりました。猶予した保険料は負担できるよう
になった時点で追納できます。次のような内容となります。
①30歳未満の第１号被保険者（厚生年金や共済年金に加入していない自営業者、
　学生など）であって、本人及び配偶者の所得が猶予基準に該当すること。
②納付猶予期間は、年金の受給資格期間には算入されますが、年金額の計算には
　反映されません。
③納付猶予期間について、10年間は追納が可能。追納した場合は保険料納付済期
　間となります。
④納付猶予期間中に障害者となったり、死亡した場合には、障害基礎年金または
　遺族基礎年金が支給されます。
（②～④は、学生納付特例制度と同様です。）
　申請は４月１日以降、春日庁舎国保・医療課、市役所及び各支所の地域振興課
で受け付けます。手続きについてのお問い合わせは、春日庁舎国保・医療課（電
話７４－２０６６）まで。
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高
齢
者
虐
待
と
は

高
齢
者
虐
待
と
は

高
齢
者
虐
待
と
は

高
齢
者
虐
待
と
は

高
齢
者
虐
待
と
は

高
齢
者
の
周
囲
に
い
る
人
が
、
高

齢
者
の
心
身
に
深
い
傷
を
負
わ
せ
、

基
本
的
人
権
を
侵
害
し
、
と
き
に
犯

罪
行
為
を
行
う
こ
と
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、

①
身
体
的
虐
待

　
暴
力
行
為
で
、身
体
に
傷
や
ア
ザ
、

　
痛
み
を
与
え
る
行
為

②
心
理
的
虐
待

　
高
圧
的
な
言
葉
や
態
度
、
無
視
や

　
嫌
が
ら
せ
に
よ
っ
て
苦
痛
を
与
え

　
る
よ
う
な
行
為

③
経
済
的
虐
待
　

　
財
産
や
金
銭
の
無
断
使
用
や
、
本

　
人
が
望
む
金
銭
の
使
用
を
理
由
な

　
く
制
限
す
る
よ
う
な
行
為

④
性
的
虐
待

　
本
人
と
の
合
意
も
な
く
性
的
な
行

　
為
を
行
っ
た
り
、
強
要
し
た
り
す

　
る
よ
う
な
行
為

⑤
介
護
・
世
話
の
放
棄
・
放
任

　
介
護
や
生
活
の
世
話
を
行
っ
て
い
る

　
家
族
が
、
介
護
と
世
話
を
放
棄
す
る

　
よ
う
な
行
為

の
大
き
く
５
つ
に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
虐
待
が
起
き
な
い
地
域
づ
く
り
の

　
虐
待
が
起
き
な
い
地
域
づ
く
り
の

　
虐
待
が
起
き
な
い
地
域
づ
く
り
の

　
虐
待
が
起
き
な
い
地
域
づ
く
り
の

　
虐
待
が
起
き
な
い
地
域
づ
く
り
の

た
め
に
、

た
め
に
、

た
め
に
、

た
め
に
、

た
め
に
、
地
域
で
の
声
か
け
と
見
守

地
域
で
の
声
か
け
と
見
守

地
域
で
の
声
か
け
と
見
守

地
域
で
の
声
か
け
と
見
守

地
域
で
の
声
か
け
と
見
守

り
の
強
化
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

り
の
強
化
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

り
の
強
化
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

り
の
強
化
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

り
の
強
化
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ご
相
談
は
、
県
高
齢
者
虐
待
専
門
相

談
窓
口
（
毎
週
火
曜
日
と
木
曜
日
午
前

10
時
〜
午
後
４
時
　
電
話
０
１
２
０
―

01
―
７
８
３
０
）
ま
た
は
、
春
日
庁
舎

介
護
保
険
課
（
電
話
74
―
１
０
４
９
）、

市
役
所
及
び
各
支
所
の
地
域
振
興
課
で

行
っ
て
い
ま
す
。

　旧町単位で合併前から編集を進めていました
町誌（旧柏原町及び旧青垣町を除く）の最終版
が３月末に発刊となります。数に限りがありま
すのでお早めに、市役所、春日庁舎、各支所の
地域振興課までご予約ください。

　・旧柏原町については、記念誌を柏原地域全戸に配布予定です。
　・郵送を希望される場合は送料をご負担いただきます。
　・既発刊の町誌のうち、巻によっては在庫があります。
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平
成
12
年
国
勢
調
査
で
の
年
少

人
口
（
０
〜
14
歳
）
は
、
１
万
１
６
９
６

人
と
ピ
ー
ク
時
昭
和
60
年
の
１
万
５
５

２
８
人
の
４
分
の
３
に
激
減
し
て
い
ま

す
。
こ
の
状
況
に
つ
い
て
ど
う
捉
え
て

い
ま
す
か
。

Ａ
．
こ
れ
か
ら
の
働
き
手
が
少
な
く

な
り
社
会
保
障
費
が
増
大
す
る
こ
と

に
大
き
な
危
機
感
を
持
っ
て
い
ま
す
。

「
夢
と
希
望
が
語
れ
る
丹
波
市
」
を
つ

く
る
た
め
に
は
、
若
者
が
こ
の
地
に

多
く
定
住
し
、
沢
山
の
子
ど
も
を
安

心
し
て
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
が

大
切
で
す
。
重
要
課
題
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
　
　
次
世
代
の
働
き
手
で
あ
る
年
少

人
口
が
少
な
く
な
る
と
、女
性
や
高
齢
者

に
労
働
力
と
し
て
の
役
割
が
ま
す
ま
す
高

ま
っ
て
き
ま
す
。働
き
手
が
多
く
な
る
よ

う
、
丹
波
市
で
「
住
む
・
働
く
」
魅
力
を

高
め
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
で
し
ょ
う

か
。

Ａ
．
働
く
女
性
へ
の
周
囲
の
理
解
が
、

な
か
な
か
定
着
し
な
い
と
い
う
現
状

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
で

も
「
社
会
で
子
ど
も
を
育
て
て
い
る
」

と
い
う
意
識
を
醸
成
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
女
性
だ
け
で
な
く
若

者
全
体
と
し
て
雇
用
の
場
を
確
保
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
は

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
定
年
を
迎
え
た
が
、
ま
だ
ま
だ
働

い
て
人
の
役
に
立
ち
た
い
と
い
う
気

が
あ
る
の
に
そ
の
場
所
が
な
い
と
い

う
の
は
不
幸
な
こ
と
で
す
。
雇
用
が

増
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
景
気
に
好

影
響
を
与
え
個
人
に
も
社
会
に
も
い

い
こ
と
ば
か
り
で
す
。
市
民
皆
さ
ん

の
お
知
恵
を
拝
借
し
な
が
ら
考
え
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
児
童
手
当
、
保
育
料
、
乳
幼
児
医

療
費
の
助
成
な
ど
子
育
て
を
と
り
ま
く
経

済
的
施
策
は
以
前
か
ら
取
ら
れ
て
い
ま
す

が
、今
後
市
と
し
て
ど
ん
な
政
策
が
考
え

ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
．
予
算
を
伴
う
政
策
と
な
り
ま
す

と
難
し
い
で
す
が
、
既
存
の
施
策
を

十
分
に
活
用
し
て
欲
し
い
で
す
。
都

会
で
は
、
保
育
園
の
待
機
児
童
が
問

題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
市
内
で
は

余
裕
が
あ
る
と
こ
ろ
が
多
い
で
す
。

働
く
意
欲
の
あ
る
女
性
に
は
ど
ん
ど

ん
勤
め
に
出
て
欲
し
い
で
す
ね
。

　
　
　
子
育
て
に
は
喜
び
や
悩
み
が
つ

き
ま
と
い
ま
す
が
、
先
輩
と
し
て
こ
れ

か
ら
子
ど
も
を
育
て
る
方
々
に
伝
え
た

い
こ
と
は
。

Ａ
．
子
育
て
に
は
打
算
や
見
返
り
は

あ
り
ま
せ
ん
。し
つ
け
に
つ
い
て
は
、

今
の
親
は
甘
い
と
言
わ
れ
ま
す
。
私

は
子
育
て
哲
学
と
し
て
①
美
し
く
豊

か
な
自
然
、
②
親
の
愛
、
③
程
よ
い

貧
し
さ
　
の
３
条
件
が
備
わ
れ
ば
立

派
に
育
つ
と
信
じ
て
い
ま
す
。ま
た
、

育
て
方
の
哲
学
と
し
て
、
①
靴
を
そ

ろ
え
る
、
②
大
き
な
声
で
あ
い
さ
つ

を
す
る
、
③
腰
骨
を
た
て
る
　
こ
の

３
つ
を
徹
底
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
こ

ん
な
に
素
晴
ら
し
い
丹
波
地
域
に
生

ま
れ
育
つ
子
を
上
手
に
育
ん
で
い
き

た
い
も
の
で
す
。

　
平
成
15
年
度
の
内
閣
府
年
次
経
済
財

政
報
告
で
は
、「
少
子
化
の
傾
向
に
歯
止

め
が
か
か
ら
な
い
。平
成
14
年
の
合
計
特

殊
出
生
率（
１
人
の
女
性
が
生
涯
に
産
む

子
ど
も
の
数
の
平
均
）
は
１
・
32
と
前
年

の
１
・
33
を
０
・
01
ポ
イ
ン
ト
下
回
り
、

過
去
最
低
を
更
新
し
た
。」と
あ
り
ま
す
。

昭
和
55
年
と
平
成
12
年
の
国
勢
調
査
を

比
較
し
ま
す
と
市
の
総
人
口
は
、７
万
２

０
０
０
人
余
り
と
横
ば
い
で
す
が
、年
少

人
口
が
５
％
、
生
産
人
口
が
４
％
減
り
、

老
年
人
口
が
９
％
増
と
構
成
が
大
き
く
変

わ
っ
て
い
ま
す
。
今
月
は
市
長
に
、「
少

子
化
」
に
つ
い
て
尋
ね
て
み
ま
し
た
。

今月は議会で施策を説明
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　４月１日から「国民健康保険被保険者証」「老人保健法医療受給者証」「福祉医療受給
者証」が下記のとおり市交付へ変更になります。

　旧町発行の「国民健康保険被保険者証」「老人保健医療受給者証」等では受診できませ
んので、春日庁舎国保・医療課、市役所及び各支所の地域振興課へ返却をお願いします。

　
シ
カ
に
よ
る
農
林
業
へ
の
被

害
が
依
然
続
い
て
い
ま
す
。
生

態
系
に
対
す
る
悪
影
響
も
懸
念

さ
れ
、
農
山
村
地
域
で
は
大
き

な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
県
で
は
、
農
林
業
と
野
生
動

物
と
の
良
好
な
バ
ラ
ン
ス
を
保

つ
よ
う
個
体
調
整
す
る
た
め
、

生
息
密
度
が
高
く
被
害
の
大
き

い
丹
波
・
但
馬
・
西
播
磨
地
区

で
、
昨
年
に
引
き
続
き
シ
カ
の

一
斉
捕
獲
を
実
施
し
ま
す
。

　
市
内
で
も
３
月
５
日
（
土
）

〜
27
日
（
日
）
の
期
間
に
、
猟

友
会
の
ご
協
力
に
よ
り
銃
器
に

よ
る
捕
獲
活
動
を
実
施
し
ま

す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
入
山
さ
れ

る
場
合
は
、
目
立
つ
服
装
で
ラ

ジ
オ
の
音
を
鳴
ら
す
な
ど
、
事

故
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

成分献血は実施しません３月の献血の実施は
　８日（火）　午前10時～午後３時30分　春日文化ホール(午前11時～午後0時15分は除く)
１０日（木）　午前10時～午後３時30分　市島住民センター(午後1時～午後2時15分は除く)
１１日（金）　午前10時15分～午前11時15分　中兵庫信用金庫青垣支店
　　　　　　午後１時～午後４時　青垣保健センター
１８日（金）　午前10時15分～正午　上久下地区公民館
　　　　　　午後１時30分～午後４時　山南住民センター
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国
土
交
通
省
兵
庫
国
道
事
務
所
が
、

「
土
木
」
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
現

場
見
学
会
を
企
画
し
、春
日
和
田
山
道

路
の
南
油
良
地
区
現
場
に
芦
田
小
学

校
３
・
４
年
生
と
み
の
り
学
級
の
児
童

計
41
人
を
招
待
し
ま
し
た
。

　
見
学
会
に
参
加
し
た
児
童
た
ち
は
、

ル
ー
ト
を
示
し
た
大
き
な
航
空
写
真

や
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
発
破
の
展
示
に
関

心
を
持
ち
、事
務
所
職
員
や
作
業
員
の

方
に「
道
路
を
造
る
の
に
か
か
る
時
間

は
？
」
や
「
こ
の
仕
事
を
し
て
う
れ
し

い
と
き
や
悲
し
い
と
き
は
？
」と
質
問

し
、
仕
事
へ
の
熱
意
や
や
り
が
い
を

感
じ
て
い
ま
し
た
。

　
続
い
て
訪
れ
た
大
型
建
設
機
械
の

展
示
で
は
、
日
本
で
も
２
番
目
に
大

き
い
と
言
わ
れ
る
大
型
ブ
ル
ド
ー

ザ
ー
の
運
転
席
に
座
っ
て
み
た
り
、

大
型
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
の
バ
ケ
ッ
ト
に

入
っ
て
み
た
り
普
段
見
ら
れ
な
い
機

械
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
大
き
な
歓

声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　
柏
原
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
男
子
（
吉
竹
靖
司
監
督
）
が
、
１

月
15
日
と
16
日
に
西
宮
市
の
県
立
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
第
35
回
兵

庫
県
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
で
３
年
ぶ
り
２
度
目
の
優
勝

を
果
た
し
、
全
国
大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　
同
ク
ラ
ブ
は
、
順
調

に
試
合
を
勝
ち
進
み
、

準
決
勝
で
三
田
松
が
丘

を
48
対
34
で
破
る
と
、

決
勝
で
姫
路
を
36
対

22
で
破
り
見
事
優
勝
を

果
た
し
ま
し
た
。

　
主
将
の
安
井
健
也
君

は
「
目
標
が
達
成
で
き

て
う
れ
し
か
っ
た
。
先

輩
の
応
援
が
力
に
な
っ

た
。
全
国
大
会
で
は
決

勝
リ
ー
グ
に
進
み
た

い
。」
と
抱
負
を
語
っ

て
い
ま
し
た
。

　
全
国
大
会
は
、
３
月

28
日
か
ら
30
日
ま
で

東
京
都
の
代
々
木
競
技

場
で
行
わ
れ
ま
す
。
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県
指
定
天
然
記
念
物
の
大
ケ
ヤ
キ

「
木
の
根
橋
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
点
字

絵
本
の
贈
呈
式
が
１
月
16
日
、
柏
原

町
柏
原
の
古
市
場
公
民
館
で
行
わ
れ
、

童
話
作
家
の
藤
田
富
美
恵
さ
ん
（
大

阪
市
）
か
ら
市
内
の
視
覚
障
害
者
の

団
体
や
小
学
校
な
ど
に
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
絵
本
は
、
男
の
子
が
木
の
根

橋
の
歴
史
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
と
い

う
物
語
。
藤
田
さ
ん
が
以
前
に
受
講

し
た
樹
木
医
の
講
座
が
き
っ
か
け
と

な
り
、
木
の
根
橋
を
題
材
に
執
筆
し
、

㈱
ア
ス
ク
（
大
阪
府
枚
方
市
）
が
出
版

を
担
当
。
今
回
、
70
冊
を
寄
贈
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
春
日
町
青
少
年
健
全
育
成
推
進
協

議
会
は
、「
家
族
の
写
真
展
」
を
春
日

文
化
ホ
ー
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
し

ま
し
た
。
三
世
代
家
族
の
ふ
れ
あ
う

写
真
、
友
だ
ち
や
動
物
と
の
ふ
れ
あ

う
写
真
が
多
数
応
募
さ
れ
展
示
さ
れ

ま
し
た
。

　
審
査
結
果
（
敬
称
略
）

　
　
最
優
秀
賞
　「
専
属
美
容
師
」

     

春
日
町
七
日
市  

柴
原
　
由
美

　
　
優
秀
賞
　「
た
の
し
い
ね
」

　
　 

春
日
町
小
多
利
　
黒
田
健
二
朗

　
　
優
秀
賞
　「
背
比
べ
」

     

春
日
町
野
瀬
　
　
細
見
　
博
明

　
市
発
足
を
記
念
し

て
市
立
植
野
記
念
美

術
館
に
絵
画
を
寄
贈

し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
柏
原
町
上
小
倉
出

身
の
常
岡
幹
彦
氏
に

紺
綬
褒
章
が
贈
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
、１
月

28
日
市
役
所
で
辻
市

長
が
伝
達
し
ま
し
た
。

　
寄
贈
さ
れ
た
作
品

は
、常
岡
さ
ん
の
父
で

あ
る
日
本
画
家
の
常

岡
文
亀
さ
ん
（
故
人
）

が
描
か
れ
た
３
作
品

「
バ
ナ
ナ
」
、
「
泰
山

木
」、「
そ
て
つ
」で
す
。

　
郷
土
の
宝
と
し
て
、

い
つ
ま
で
も
大
事
に

し
て
い
き
た
い
も
の

で
す
。
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市
教
育
委
員
会
で
は
、
何
ら
か
の

原
因
に
よ
り
学
校
へ
行
き
に
く
い
子

ど
も
や
、
休
み
が
ち
な
子
ど
も
の
た

め
に
開
設
し
て
い
る
「
適
応
指
導
教

室
（
レ
イ
ン
ボ
ー
教
室
）」
の
指
導
補

助
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
職
種
＝
適
応
指
導
教
室
指
導
補
助

　
員
（
非
常
勤
一
般
職
）

▼
採
用
予
定
人
員
＝
１
人

▼
受
験
資
格
＝
満
30
歳
未
満
の
人

　（
４
月
１
日
現
在
）
で
小
学
校
ま
た

　
は
中
学
校
教
員
免
許
を
有
す
る
人

　
ま
た
は
４
月
１
日
ま
で
に
取
得
で

　
き
る
人
。

▼
試
験
日
時
＝
３
月
12
日
（
土
）
午

　
前
10
時
〜

▼
試
験
場
所
＝
市
教
育
委
員
会

▼
試
験
方
法
＝
面
接
試
験

▼
発
表
＝
３
月
下
旬
に
合
格
者
に
通

　
知
し
ま
す
。

▼
採
用
期
間
＝
４
月
１
日
か
ら
１
年
間

▼
勤
務
地
＝
市
教
育
委
員
会
内（
予
定
）

▼
勤
務
条
件
＝
市
条
例
に
よ
る
。

▼
受
験
申
込
＝
３
月
１
日
（
火
）
〜
３

　
月
11
日
（
金
）

▼
申
込
先
＝
市
教
育
委
員
会
総
務
課

▼
申
込
方
法
＝
市
教
育
委
員
会
備
付

　
け
の
履
歴
書
・
受
験
票
に
よ
る
。

▼
問
合
先
＝
市
教
育
委
員
会
総
務
課

　（
電
話
72
―
０
３
３
５
）

　
１
月
20
日
、
山
南
住
民
セ
ン
タ
ー

で
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
か
ら
高
齢
者
の
転

倒
・
骨
折
予
防
の
取
組
み
の
支
援
と

し
て
、「
転
倒
・
寝
た
き
り
予
防
」
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
に
必
要
な
器
材
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
山
南
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、

一
昨
年
か
ら
高
齢
者
の
体
力
ア
ッ
プ

を
目
標
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
Ｂ
＆

Ｇ
財
団
の
重
点
事
業
で
あ
る
高
齢
者

の
活
力
あ
る
生
活
と
医
療
費
の
削
減

を
目
標
と
し
た
事
業
と
目
的
が
一
致

し
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
た
び
、
近
畿
地

区
の
モ
デ
ル
セ
ン
タ
ー
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

　
贈
呈
式
で
は
、
同
財
団
の
大
島
常

務
理
事
が
藤
井
助
役
に
目
録
を
手
渡

し
、「
高
齢
者
が
い
き
い
き
と
健
康
で

楽
し
く
生
活
で
き
る
よ
う
器
材
を
活

用
し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ

ま
し
た
。

　
現
在
、
23
人
の
方
々
が
「
体
力
ア
ッ

プ
教
室
」
に
参
加
さ
れ
て
お
り
、
３
月

末
ま
で
計
８
回
の
教
室
で
は
、
保
健

師
の
指
導
を
は
じ
め
、
正
し
い
歩
き

方
、
在
宅
で
も
で
き
る
ス
ト
レ
ッ
チ

や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
指
導

を
受
け
な
が
ら
、
転
ば
な
い
体
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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図書券寄贈のお礼　氷上町横田　井上敏夫様

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
の
た
め
、
実
技
の
指
導
・
助
言
な
ど

を
行
う
体
育
指
導
委
員
の
派
遣
を
行
っ

て
い
ま
す
。
現
在
、
59
名
の
委
員
が
、
多

種
多
様
な
種
目
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
健
康
で
楽
し
い
生
活
を
送
る
た
め
に

運
動
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
地
区
や
職

場
、
そ
の
他
の
各
種
団
体
で
健
康
づ
く

り
事
業
を
計
画
さ
れ
る
際
は
、
ぜ
ひ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
こ
と
は
、
市

教
育
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
（
電
話
72
―
０
３
３
５
）

ま
で
。

派
遣
可
能
な
主
な
種
目

　
囲
碁
ボ
ー
ル
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
・

フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
・
ペ
タ
ン
ク
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
・
水
泳
・
キ
ン
ボ
ー
ル
・
健
康
体

操
・
体
力
測
定

　
地
区
に
よ
っ
て
派
遣
で
き
る
種
目
が

こ
の
ほ
か
に
も
あ
り
ま
す
。
　

　
三
ツ
塚
史
跡
公
園
を
会
場
に
、
市
島
・
三
ツ

塚
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
開
催
し
ま
す
。ラ
ン
ナ
ー

の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き
＝
５
月
８
日
（
日
）　

▼
と
こ
ろ
＝
市
立
三
ツ
塚
史
跡
公
園

▼
競
技
種
目
　

　
①
10
km
の
部
　
②
５
km
の
部
　

　
③
３
km
の
部
　
④
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
部

▼
参
加
料

　
①
10
・
５
・
３
km
の
部

　
　
　
一
般
　
３
０
０
０
円

　
　
　
小
・
中
学
生
　
１
０
０
０
円

　
②
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
部
　
５
０
０
円

▼
申
込
締
切
＝
３
月
31
日（
木
）当
日
消
印
有
効

▼
申
込
方
法
＝
市
役
所
・
各
支
所
・
各
公
民
館

　
に
申
込
要
項
を
設
置
し
て
い
ま
す
。郵
便
振

　
替
に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
市
島

　
公
民
館
窓
口
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
問
合
先
＝
市
島
・
三
ツ
塚
マ
ラ
ソ
ン
大
会
実

　
行
委
員
会
（
事
務
局
／
市
市
島
公
民
館
）

　（
電
話
85
―
３
０
３
０
）
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催し物予定催し物予定催し物予定催し物予定催し物予定



19

　
市
が
発
注
す
る
建
設
工
事
及

び
建
設
工
事
に
付
随
す
る
測

量
・
調
査
・
設
計
の
業
務
・
建
設

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
物
品
の
買

い
入
れ
・
製
造
の
請
負
、役
務
の

提
供
に
係
る
競
争
入
札
の
参
加

資
格
審
査
申
請
を
左
記
日
程
で

受
付
中
で
す
。

▼
受
付
期
間
＝
３
月
15
日
（
火
）

　
ま
で

　
※
土
、
日
曜
日
を
除
く

▼
受
付
場
所
＝
市
役
所
事
業
監

　
理
課

▼
提
出
方
法
＝
持
参
ま
た
は
郵

　
送（
郵
送
の
場
合
は
、３
月
15

　
日
必
着
）

▼
有
効
期
限
＝
平
成
17
年
４
月

　
１
日
〜
平
成
19
年
３
月
31
日

▼
問
合
先
＝
市
役
所
事
業
監
理

　
課
（
電
話
82
―
１
０
０
１
）

●３つの習慣
・寝たばこ
　は、絶対
　やめる。
・ストーブ
　は、燃え
　やすいものから離れた位
　置で使用する。
・ガスコンロなどのそばを
　離れるときには、必ず火
　を消す。

●４つの対策
・逃げ遅れを防ぐた　
　めに、住宅用火災　
　警報器を設置する。
・寝具や衣類からの　
　火災を防ぐために、
　防炎製品を使用す　
　る。
・火災を小さいうちに
　消すために、住宅用消火器等を設置する。
・お年寄りや身体の不自由な人を守るために、
　隣近所の協力体制をつくる。

※上記は、総務省消防庁がまとめた住宅火災による死者の発生防止対策の要点です。

　「火は消した？　いつも心に　きいてみて」を全国統一防火標語として、今年も春の全
国火災予防運動が３月１日（火）から７日（月）まで実施されます。
　この運動は、火災が発生しやすい気候となる時期を迎えるにあたり、火災予防思想の
一層の普及を図り、火災の発生を防止し、死傷事故や財産の損失を防ぐことを目的とし
て毎年実施されるものです。
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昨
年
末
、
ス
マ
ト
ラ
島
沖
で
発
生

し
た
大
地
震
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を

は
じ
め
多
く
の
国
々
に
大
き
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
被
災
者
に
対

し
て
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
温
か
い

支
援
を
行
う
た
め
、
様
々
な
団
体
の

協
力
で
「
ス
マ
ト
ラ
島
沖
大
地
震
兵

庫
県
義
援
金
募
集
委
員
会
」
を
設
立

し
、
募
金
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

▼
募
集
期
間
＝
３
月
31
日（
木
）ま
で

　（
財
）
産
業
雇
用
安
定
セ
ン
タ
ー
で

は
、
地
域
貢
献
事
業
を
実
施
で
き
る

法
人
を
設
立
し
、
雇
用
を
生
む
事
業

主
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
法
人
を
設

立
し
、
設
立
翌
日
か
ら
６
ヶ
月
以
内

に
地
域
貢
献
事
業
計
画
の
認
定
を
受

け
る
か
、
地
域
貢
献
事
業
計
画
の
認

定
を
受
け
３
ヶ
月
以
内
に
法
人
を
設

立
し
、
30
歳
以
上
の
非
自
発
的
離
職

者
を
３
人
以
上
雇
用
で
き
る
事
業
主

に
次
の
よ
う
な
支
援
を
し
ま
す
。

　
ペ
イ
オ
フ
解
禁
の
範
囲
が
拡
大
さ

れ
、
４
月
以
降
は
、
当
座
預
金
や
利
息

の
つ
か
な
い
普
通
預
金
は
「
決
済
用

預
金
」（
※
）
と
し
て
全
額
保
護
さ
れ

ま
す
が
、
定
期
預
金
や
利
息
の
つ
く

普
通
預
金
な
ど
は
、
一
金
融
機
関
に

つ
き
預
金
者
一
人
あ
た
り
、
元
本
１

０
０
０
万
円
と
そ
の
利
息
ま
で
し
か

保
護
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
ど
の
預
金
が
「
決
済
用
預
金
」
に
該

当
す
る
か
な
ど
の
詳
細
は
、
金
融
機

関
の
窓
口
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　
※
決
済
用
預
金
と
は
、「
無
利
息
」、

「
要
求
払
い
」、「
決
済
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
で
き
る
こ
と
」
と
い
う
３
要
件
を

 

ペ
イ
オ
フ
解
禁
の
範
囲
が

 

拡
大
さ
れ
ま
す

満
た
す
も
の
で
す
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
近
畿
財
務
局
神

戸
財
務
事
務
所
（
電
話
０
７
８
―
３

９
１
―
６
９
４
１
）
ま
で
。

ス
マ
ト
ラ
島
沖
大
地
震
の

被
災
者
に
大
き
な
支
援
を
！

▼
方
法
＝
郵
便
振
替
に
よ
り
受
付
し

　
ま
す
。
口
座
番
号
０
０
９
３
０
―

　
９
―
３
１
５
９
３
５
　
口
座
名
義

　
ス
マ
ト
ラ
島
沖
大
地
震
兵
庫
県
義

　
援
金
募
集
委
員
会

▼
問
合
先
＝
ス
マ
ト
ラ
島
沖
大
地
震

　
兵
庫
県
義
援
金
募
集
委
員
会
事
務

　
局
（
兵
庫
県
健
康
生
活
部
福
祉
局

　
社
会
福
祉
課
内
　
電
話
０
７
８
―

　
３
６
２
―
９
１
２
１
）

独
立
・
起
業
・
子
会
社
の

設
立
を
支
援
し
ま
す

▼
創
業
費
用
＝
３
分
の
１
を
支
給
。

　
上
限
５
０
０
万
円

▼
雇
入
れ
の
支
援
＝
常
用
労
働
者

　
30
万
円
、
パ
ー
ト
15
万
円

▼
問
合
先
＝
同
セ
ン
タ
ー
　
電
話
０

　
５
７
０
―
０
０
５
４
４
０
で
最
寄

　
り
の
地
方
事
務
所
に
つ
な
が
り
ま

　
す
。

　
県
立
兎
和
野
高
原
野
外
教
育
セ
ン

タ
ー
で
は
、「
残
雪
を
歩
こ
う
・
春
山

ハ
イ
キ
ン
グ
」と
題
し
て
、ハ
イ
キ
ン

グ
や
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
体

験
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き
＝
３
月
26
日
（
土
）
〜
27
日

　（
日
）
各
日
日
帰
り
も
可
能

▼
と
こ
ろ
＝
兎
和
野
高
原
野
外
教
育

　
セ
ン
タ
ー

▼
参
加
料
＝
大
人
６
５
０
０
円
、
高

　
校
生
以
下
５
７
０
０
円

残
雪
を
歩
こ
う

春
山
ハ
イ
キ
ン
グ
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毎
年
度
末
に
は
自
動
車
の
検
査
・

登
録
申
請
窓
口
が
非
常
に
混
雑
し
て

長
時
間
お
待
た
せ
し
て
い
ま
す
。
自

動
車
の
検
査
・
登
録
手
続
き
は
比
較

的
空
い
て
い
る
３
月
中
旬
ま
で
に
お

済
ま
せ
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　
な
お
、
継
続
検
査
は
、
自
動
車
検
査

証
の
有
効
期
間
の
満
了
す
る
日
の

１
ヶ
月
前
か
ら
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、

余
裕
を
持
っ
て
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先
＝
兵
庫
陸
運
部

　
①
登
録
関
係
　
電
話
０
７
８
―
４

▼
内
容

　
１
日
目
　

　
　
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー

　
２
日
目

　
　
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
を
つ
け
て
の
瀞

　
　
川
山
ハ
イ
キ
ン
グ

▼
問
合
先
＝
同
セ
ン
タ
ー
（
電
話
０

　
７
９
６
―
94
―
０
２
１
１
）

自
動
車
の
検
査
・
登
録
は

お
早
め
に

　
　
５
３
―
１
１
０
０

　
②
検
査
関
係
　
電
話
０
７
８
―
４

　
　
５
３
―
１
１
０
２

　
③
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
　
電
話

　
　
０
７
８
―
４
５
３
―
５
５
２
５

　
　（
24
時
間
対
応
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　

　http://www.kbm.mlit.go.jp/

ダ
ム
・
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

の
作
品
募
集

▼
作
品
内
容

　
①
「
ダ
ム
」
を
テ
ー
マ
に
用
い
た
写

　
　
真
で
あ
れ
ば
、
全
て
対
象
で
す
。

　
②
入
選
作
品
は
、
カ
レ
ン
ダ
ー
・
ポ

　
　
ス
タ
ー
に
掲
載
す
る
た
め
、
１

　
　
月
か
ら
12
月
ま
で
の
月
ご
と
の

　
　
季
節
感（
桜
、紅
葉
、雪
景
色
等
）

　
　
の
あ
る
も
の
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
ま
た
、「
人
物
を
入
れ
る
」
等
の

　
　
工
夫
を
凝
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

　
③
カ
レ
ン
ダ
ー
表
紙
、
ポ
ス
タ
ー

　
　
は
タ
テ
も
し
く
は
ヨ
コ
で
、
カ

　
　
レ
ン
ダ
ー
の
月
別
は
ヨ
コ
の
写

　
　
真
を
候
補
と
し
て
選
考
し
ま
す
。

　
④
写
真
の
場
合
は
、
キ
ャ
ビ
ネ
判

　
　
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
で
ご
応
募
く

　
　
だ
さ
い
。
ま
た
、
そ
の
ポ
ジ
フ
ィ

　
　
ル
ム
ま
た
は
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
を

　
　
必
ず
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

　
⑤
デ
ジ
タ
ル
画
像
の
場
合
は
、
Ａ

　
　
４
判
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
で
ご
応

　
　
募
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
そ
の
画
像

　
　
デ
ー
タ
を
必
ず
同
封
し
て
く
だ

　
　
さ
い
。
デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル
の
形

　
　
式
は
、
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
と
し
ま
す
。
な

　
　
お
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
で
画

　
　
像
処
理
さ
れ
た
も
の
は
応
募
不

　
　
可
で
す
。

　
⑥
連
続
写
真
、
組
写
真
、
日
付
の

　
　
入
っ
て
い
る
も
の
は
応
募
で
き

　
　
ま
せ
ん
。

　
⑦
本
人
撮
影
に
よ
る
も
の
で
、
過

　
　
去
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

▼
応
募
票
＝
次
の
①
〜
④
を
明
記
し

　
た
応
募
票
（
様
式
任
意
）
を
作
品
裏

　
面
に
必
ず
貼
り
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
①
氏
名
、
自
宅
の
住
所
、
電
話
番

　
　
号
、
職
業

　
②
ダ
ム
名
及
び
所
在
地

　
③
写
真
に
つ
い
て
の
簡
単
な
コ
メ

　
　
ン
ト

　
④
撮
影
年
月
日

▼
応
募
作
品
数
＝
１
人
５
作
品
ま
で

　
と
し
ま
す
。

▼
応
募
締
切
＝
９
月
30
日
（
金
）
消
印

　
有
効

▼
入
選
発
表

　
①
応
募
作
品
の
う
ち
、
概
ね
14
作

　
　
品
（
１
月
〜
12
月
の
12
枚
と
表

　
　
紙
１
枚
と
次
年
度
ポ
ス
タ
ー
１

　
　
枚
）
を
入
選
作
品
と
し
て
選
考

　
　
し
ま
す
。（
最
優
秀
賞
１
作
品
、

　
　
優
秀
賞
３
作
品
、
佳
作
９
作
品
、

　
　
審
査
員
特
別
賞
１
作
品
）

　
②
入
選
の
方
に
は
、
11
月
下
旬
本

　
　
人
に
直
接
連
絡
す
る
ほ
か
、「
ダ

　
　
ム
技
術
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
　
ジ
」
及
び
「
ダ
ム
ニ
ュ
ー
ス
」
平

　
　
成
18
年
１
月
号
で
発
表
し
ま
す
。

▼
問
合
先
＝
財
団
法
人
ダ
ム
技
術
セ

　
ン
タ
ー
（
電
話
03
―
３
４
３
３
―

　
７
８
１
１
）
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丹
波
警
察
署
　

　
電
話
72
―
０
１
１
０

　
平
成
13
年
９
月
に
発
生
し
た
米
国

同
時
多
発
テ
ロ
は
世
界
を
震
撼
さ

せ
、
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

イ
ラ
ク
に
お
け
る
主
権
委
譲
後
も
イ

ス
ラ
ム
過
激
派
な
ど
に
よ
る
テ
ロ
が

イ
ラ
ク
国
内
や
世
界
各
地
で
頻
発
し

て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
中
、
昨
年
５
月
に
ア
ル

カ
イ
ダ
関
係
者
が
不
法
に
出
入
国
し

て
い
た
事
実
が
判
明
し
ま
し
た
。
10

月
に
は
イ
ラ
ク
邦
人
人
質
殺
害
事
件

が
発
生
し
、
我
が
国
に
対
す
る
テ
ロ

の
脅
威
は
急
速
な
高
ま
り
を
見
せ
て

い
ま
す
。

　
警
察
で
は
、
重
大
テ
ロ
な
ど
対
策

に
関
し
、
関
係
省
庁
と
も
連
携
強
化

を
図
り
関
連
情
報
の
収
集
、
警
戒
警

備
、
水
際
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
不
審
な
外
国
人
な
ど
に
関
す
る

情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら
最
寄
り
の
交

番
・
駐
在
所
、丹
波
警
察
署
ま
で
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
平
成
16
年
中
の
丹
波
警
察
署
管
内

の
人
身
事
故
は
３
９
５
件
（
死
者
６

人
、
傷
者
５
０
６
人
）
で
し
た
。
前
年

対
比
で
発
生
件
数
は
20
件
（
４
・
８

％
）、
死
者
４
人
（
40
％
）、
傷
者
81
人

（
13
・
８
％
）
の
減
少
で
し
た
。
特
に

高
齢
者
の
交
通
事
故
死
者
は
、
２
人

と
前
年
対
比
で
５
人
も
の
減
少
を
見

ま
し
た
。

　
減
少
理
由
は
、
二
つ
考
え
ら
れ
ま

す
。
一
つ
は
、
運
転
マ
ナ
ー
向
上
で
無

謀
運
転
が
減
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
追

突
事
故
や
出
会
い
頭
事
故
が
減
少
し

た
こ
と
で
す
。
二
つ
目
は
、
高
齢
者
に

対
す
る
地
道
な
安
全
指
導
な
ど
が
効

果
を
着
実
に
挙
げ
て
き
た
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
一
方
、
物
損
事
故
は
２
６
０
５
件

と
前
年
対
比
で
１
３
９
件
（
５
・
６

％
）
増
加
し
て
い
ま
す
。
道
路
に
は
ま

だ
ま
だ
潜
在
的
な
危
険
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
事
故
を
さ
ら
に
減
少
さ

せ
る
た
め
に
、
引
き
続
き
無
免
許
運

転
、
飲
酒
運
転
、
速
度
違
反
な
ど
の
悪

質
・
危
険
違
反
の
取
締
り
を
強
化
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
交
通
安
全
意

識
を
高
め
る
た
め
に
、
自
治
体
な
ど

関
係
機
関
、
団
体
と
連
携
し
た
各
種

広
報
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
き
ま

す
。

　
交
通
事
故
は
他
人
事
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り

が
交
通
事
故
撲
滅
の
主
役
で
す
。

〜
丹
波
警
察
署
の
分
析
〜



23

お誕生おめでとうございます

坂上　　空　そら 　　　典行 　柏原町挙田
上島　大和　やまと 　　　健太郎　市島町中竹田
青井　唯榎　ゆいか 　　　真也 　山南町和田
長澤　泉希　いずき       敏彦 　市島町北奥
橋間皓士郎　こうしろう 　隆明 　柏原町南多田
大木　天満　てんま　　　 満 　氷上町石生
桑村　真平　しんぺい     初真 　氷上町石生
三木　俊和　としかず     和浩 　春日町黒井
拝野　冬馬　とうま 　　　康規 　柏原町南多田
三方　基寛　もとひろ     昭仁 　氷上町三方
仙水　　　  れん         幸司 　青垣町東芦田
細見　璃桜　りお 　　　卓也 　市島町南
竹内　洸太　こうた       満 　氷上町石生
芦田　　翼　つばさ 　　　憲吾 　氷上町御油
星山　有梨　ゆり 　　　義成 　春日町黒井
北川　　真　しん 　　　正人 　柏原町柏原
上山　武尊　たける 　　　竜豊 　春日町野上野
亀井　千緒　ちお 　　　幸司 　氷上町横田
足立　愛莉　あいり 　　　裕司 　氷上町御油
上田　隼也　しゅんや     智也 　氷上町石生
芦田　莉乃　りの 　　　拓也 　青垣町東芦田
足立純未奈　すみな 　　　克紀 　山南町奥
竹内俐愛蘭　りあら 　　　英紀   山南町金屋
岩見　柊風　しゅう 　　　健児   市島町喜多
岸　　隼輔　しゅんすけ   雅人   氷上町石生
和久　大起　だいき 　　　雅彦   氷上町成松
池野　梨瑚　りこ 　　　伸吾   氷上町大谷
足立　大知　たいち 　　　敏和   青垣町大名草
細見　日和　ひより 　　　基夫   春日町上三井庄
柴原　羽玖　はく 　　　竜次   春日町七日市
荻野　聖冴　せいご 　　　一仁   山南町谷川
村岡　伊吹　いぶき 　　　直樹   山南町太田
山本裕次郎　ゆうじろう   幸輝   氷上町佐野
川上　秀虎　ひでとら     真二   氷上町石生
中谷　聖吏　さとり 　　　彰一   市島町東勅使
中尾　天汰　てんた 　　　正人   氷上町上成松
岩﨑　誠大　まさひろ     元治   春日町平松
足立　拓斗　たくと 　　　幸雅   柏原町柏原
福山　遥斗　はると 　　　勇治   春日町小多利
村尾野乃佳　ののか 　　　浩人   柏原町柏原
松永　美紅　みく 　　　克彦   柏原町挙田
古本　茉菜　まな 　　　卓巳   氷上町石生
山口　りせ　りせ 　　　浩之   氷上町北油良
生野　恭圭　きょうか     貴之   山南町下滝

足立　逸男         71歳  　　　青垣町西芦田
稲場　八郎         68歳  　　　山南町長野
宮垣　はる         91歳  　　　氷上町石生
長久　恒子         64歳  　　　氷上町横田
稲畑　忠男         83歳  　　　市島町北奥
藤本　　新         90歳  　　　山南町谷川
足立ちよの         94歳  　　　青垣町沢野
大垣ヤスヱ         97歳  　　　山南町野坂
足立うたゑ         84歳  　　　青垣町山垣
湊　　德美         78歳　　　　氷上町成松
大嶋とよ子         89歳　　　　山南町和田

 赤ちゃん（ふりがな）     保護者　    住  所

お悔やみ申し上げます

　川とくゑ         90歳  　　　氷上町成松
松下　峯男         78歳  　　　山南町和田
長澤きみゑ         94歳  　　　氷上町清住
藤原　周司         94歳  　　　氷上町稲継
由良まさ子         86歳  　　　氷上町北油良
片倉ふじの         80歳  　　　春日町園部
岸本みや子         76歳  　　　山南町北和田
佐藤　　是         74歳  　　　市島町中竹田
有田こしげ         85歳  　　　氷上町油利
中井　政二         81歳  　　　春日町小多利
野瀨　幸一         78歳  　　　山南町山本
西垣　一枝         92歳  　　　山南町太田
早　さよ子         77歳  　　　山南町太田
永井　博充         43歳  　　　山南町下滝
岡林奈於美         70歳  　　　氷上町石生
桑原　きの         89歳  　　　青垣町中佐治
髙松ゆきの         77歳  　　　春日町黒井
阿部　　至         81歳  　　　春日町上三井庄
後藤　政一         77歳  　　　山南町井原
青木ことの         83歳  　　　市島町徳尾
藤原さよ子        100歳  　　　山南町梶
香川　孝一         76歳  　　　市島町中竹田
御川　久枝         83歳  　　　柏原町柏原
谷口　俊郎         72歳  　　　柏原町柏原
古川　露子         66歳  　　　青垣町沢野
江田　　勇         77歳  　　　春日町東中
荒木　誠二         67歳  　　　市島町梶原
下田こさと         90歳  　　　氷上町油利
山本　　忠         88歳  　　　市島町梶原
御川しやう         92歳  　　　氷上町谷村
細見　貞子         79歳  　　　柏原町北山
船越すみ子         86歳  　　　春日町多田
田邊とみの         97歳  　　　柏原町大新屋
塩見源治郎         86歳  　　　氷上町沼
伊東みつゑ         90歳  　　　春日町下三井庄
村上まつゑ         89歳  　　　春日町鹿場
森本　芳明         70歳  　　　市島町徳尾
山口　朗仙         69歳  　　　氷上町三方
外川　英雄         69歳  　　　春日町黒井
義積　定七         97歳  　　　春日町野上野
上田　重三         58歳  　　　柏原町田路
善積　琢郎         89歳  　　　氷上町大崎
衣笠ゆかり         44歳  　　　山南町坂尻
山本　英雄         73歳  　　　氷上町油利
清水　利典         89歳  　　　氷上町石生
上山　京一         74歳  　　　春日町野上野
福岡　とめ         89歳  　　　山南町下滝
安達　　博         81歳  　　　山南町小野尻
　口　てつ         87歳  　　　氷上町谷村
足立　親則         57歳  　　　青垣町大名草
前田　茂樹         82歳  　　　山南町和田
藤原　正巳         69歳  　　　山南町梶
岸本　　秀         76歳  　　　山南町北和田
吉見きくゑ         91歳  　　　市島町上垣
長久としの         93歳  　　　氷上町清住
大石ときゑ         82歳  　　　氷上町柿柴
石川　はつ         83歳  　　　春日町山田
山本　初子         70歳  　　　春日町棚原
足立　安司         71歳  　　　柏原町鴨野
大槻　一雄         71歳  　　　市島町北奥

　氏　名　　　　　　年 齢　　　　   住  所

（１月届出順・敬称略）
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市広報紙送付方法
変更のお知らせ

市では、旧氷上郡６町に引き続き行っている一部の世帯や事業所等への広報紙の郵送は、本年３月で廃止します。
４月からのお受け取りいただく方法等、詳しいことは、該当の各世帯・事業所等の皆様へ別途お知らせします。
何とぞご理解いただきますようお願いします。
なお、各区等のご協力により配布いただいている世帯等については、これまでと同様にお受取りいただけます。


